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の匡定住が詑留されている。そこでCointegrationと

EC況を用いて産業.8IJ調整関数を計灘、震鶏重用の変動を比較し就業構造の変化の

効果を分析し

その結果、産業全体で非常用護用 いて限界生産力叡説の長期

されないものの、各産業穣却には労働の需給議漣脱が重要で、

労欝移監による摩接要還が日本の失業に震要であることそ示唆する。ま

の梧違はさ主として常用震用にあり、同一産業内でも常用麗用と会雇用者の調整遠変

に最高H畿の遠いがある。労働時開の相互作用と為わせると、常用襲用比率のf既い

議議への就業人口シフトと時起がマクロ全体の雇用調整速農を高めると推論できる。

1 .はじめに

本稿の践的は、 CointegrationtestとErrorCorrection Model CEClVちを悶し、

て張L明の農業別調整関数を許謝し、景気街環における麗罵構築の産業開の相違と、

ゼス先に伴う就業講造の変化の効果を按察することにある。

近年マクロ動学に関する理論研究から、労檎の保護義が注目されつつある。景気変

動は、主要雄、済各国とも persistency、procyclicality、asymmetryの3つの特徴

をもっとされている。このうち特に従来から欝題になっているのが、実鷲賃金と労

動の procyclicality で、~又覆遺議の生疲投手!号と喪界生産力慌説に器開が投げかけら

れている。これに対し、完全競争をベースとする実物的諸環論に労畿の準閤定性が

導入され、第 lおよび2の特徴を焦点に研究が進められてきた。調整費男がある

と短期と 変動が異なるので、短期のprocyclicalityのみを捉えて
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仮説を議却し、収穫逓増や独占を採択するのは早計ではないだトろうか。

日本の労動市場iこ関する諸研究は、終身軍需という長期契約はよる労働の準認乏

めた
れ
。

の

る

慢

す

高酉で短期的調整が主として労散時需によって仔なわれると

[ 1 ]辻、戦後日本の景気特性を説明するために労勧の集葱が重要

としている。変動の非対幹牲を根拠l之、欧米では価格調毅饗揺を想定した物描変動

閉されているが、井出 [2Jで日本の諸変数を観察したところ、物価や実嚢震

より常用雇用や労働時簡など労憐鵠連の変数に非対称'性が検出された。これら

の研究から、日本経済では労働の準酉宕毘が紫筑の波に大きな彰響をもたらしてき

たと考えられる。したがって護用調整の計総は、限界生産力伎説の検証と

という新たな翠点から再検討する必要があるといえる。

このように、政策的合意はもちろんマクロ経請における重要性は強鋳しでもしす

ぎることはないにも関わらず、日本経誇について包括的実ま研究は少ない。多くの

優れた実託研究があるが、それらは次のような4つの問題点をもっ。第1

誤られている o 男女子寵の相違や構造変住の研究はあるものの、他産業

については黒坂 6 のサービス撲の推計等ごく犠かしかない。 i笥新究や島田他

[ 7 Jの製造業濃種比較で調整速度の違いが指摘されていることを鑑みると、マク

ロの態接、議針の問題点ならび、に就業構造の変化の効果を知るには、分析対象を

産業に拡大する必要がある。

2に、同時点での労鶴時聞と議期者数の相互作用が暁瞭でない。従鶏変数で分

ると、悪用者数のみに関する研究、廷べ労働時間に関するもの、そして嘉用者

数と労働時認を明示的に霞別したものの 3種類に分けられるC 島問他[7 '、

譲二高原[8 ]、黒坂[6 J等は、悪用者数および、/あるいは延べ労欝時間を別楢

る。 Ab問 ham二二日ou総 man[13Jの日来比較研究も、議用者数と

労働時躍を別イ閉じ推定しているため、ゃ;まり相互作用が明らかになっていない。一

山本口記、 Nakamura[33Jは労働時揺と譲舟者数の同時方組式を推定して

いるが、ぞれによると、前者でi主総労勤時聞についても調主主コストの存在が棄却さ

れず、後者ーでは所定外労働時間の調整コストがきわめて小さい。

3の開題として、古川=1T内[l1Jの詣譲通り常用護用者の研究が多く、常黒

と非常用雇用者が比較されていない。調整費飛が麗用の常現'1'主そのものに起因

るなら、非常用護患を含む推定で辻精度が落ちる。爵者を比較することで、

用が労欝そのものにあるのか、それとも労鱗以外の要葉立あってそれに呼応、して雇

されているのかが明らかになる。また産業を ることで、調整遠変の
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違いの饗閣を判断砲することが可能になり、

効果も明法的に導出されよう。

口のシフト にもたらす

第4に、従来の研究では限界生産力 に成立すると仮定して計測が実施

され、 のものの統計的考察はまったくといってよいほど行なわれていな

い。加えて、麗用者数、実費賃金等は単位擦があるため、レベルを照いた推定はみ

せかttの報認が韓よちされる可能'註が姦く、一方 l次階差処理後め議定は最良性が満

たされないことがある。このような場合、 Engel= Granger [20]による Cointe-

gration tこ基づく EC:YIを利用することで、長期均禽の成立を検経し、近傍におけ

る の知期的相互作用をより

による

:こ推定できる c そこで、藤林水産業を除く

鉱業、卸売小売業、金融保険不動産業、

エネルギー業、サ一日ス撲の 8産業計9系列について長期均衡を検証

との同時点の相互持用を暁示約に考意したEC話調整関数を推計する。

辻、以下の通り

インパルスj忠答関数によって

る。 2.1範で、労儲の

testで検定、 2.2節で、 ECM

と就業人口シフトの効果を探る。

と今後の課題を 3章に訴す。

2.実託研究

る。 2主主で、生産ショック

し、非索現重用を

立与える憲兵響を

と常黒蓬黒を主較

長期成立を Augment吋 Dickey= Fuller 

数を推計して、各意識の調整速度の要国

問題点、景気楯環へのインプリケーション

を含む雇用者指数(r労髄力義査報告」タとして、

と常用雇用指数(

を全雇用者、後者を

勤労統計調査」労犠省)の 2樋績を利用する。以下、

と呼ぶ。ま は、黒坂[6 ]になら

GDPから四半期データを加工した。加工はよるバイアスの可能性を

タが会表されている資本ストックも利用、結果を比較している。

現金詮与支払を総業労働時罷数で割り時欝漁りの名自黄金三容を求め、こ

WPIで議した。各デ…タi之、季語未読整のものを指数平滑法で誤整している。

出所は付録に記載する。

推定に先立ち生産高、実関賃金率、総実労働時間数、援用者数の或長率に関する

4変量VARモデノレでインパルス応答関数を導出、蔵出ショックの波及を比較し

は、函 lの通りである。変数は自然対数変換後、 1次措差をとり成長率

ECMによる主義業別雇用謁愛関数の雪機 3



関1 生産ショックに対するインパルス応答関数

man 1 

man 2 

hour:総爽労働待関数

output:生産高

(a) 農林水産業を橡〈

(b) 製造業
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(c) 建設業

(d) 量産業

同卸売小売業



国 1 生産シ潟ツクに対するインパルス応筈関数{続~)

( f) 金融保険不動産業 (h) エネルギー業

(民運輸通信業 (i) サービス業

されている。ラグ次数は 4である。 Sims[34Jにならい、上記の穎序に変数を並

べたChole由民分解を策関している三島団地[7]、議塚古お震は]等による

石鴇金機の講造変化を考慮し、推定期揮は1975年第1臨半期から1989年第4四半期

とする。

図1をみると、すべての産業で生産シ設ツク辻全麗F持者にほ間同時点で最も大き

く影響するのに対して、常態裏用はラグを停って反応、する。このことは業用麗掃が

景気動向の運行系列であることからも明らかだが、 e…ク裂遣期聞は製去を業が5期

と最も長く、程度も最大である。サ…とス業辻、ピーク時が最短の l類だが、銃

業や鰐売小売業、連事会通信業と比較すると程震はかなり大きい。話路雇用と

者で反応、の方向をよと較すると、税造業がともに同方向に変動するのに対して、建設

ECl¥互による長霊祭主せ耳芝府瀦整島奇襲主の苦十議 5



業、ま1]禿小究索、金議f呆設不動産業、

関との問時点の関連をみると、多く

雇用はの関慌にある。このことから

勤時間の変動に吸収されると判断できるO

ゼス業辻逆になっている o また、労動待

の組関をもつのに、常用

の場合、生産ショックは主として労

による調整費用のため、すぐに市

場か まで労働時閣を増加しそ

十の理論分析に一致する。

もなお不足するとき を増加す

るという

2.1 定堂性の輪前と Cointegration

ECM l として、各系列の単位犠の数と Cointegration され

る。調整費用がゼロの長期均箭で、生産関数は漉ベ労働時間と資本ストックに依寄

する Cobb=Douglas裂と改定する。企業の利潤最大化の 1階条件から、

は生産高(あるいは

対数変換後の変数を

示す。)

また記号*は、

関数になる。

のとき

はトック) と

会
M

(1) 投1主* alYtートa2Wt， ao>O， a[ O 

お1. h:総実労働時間数 W:実費費金率 Y: 

長鶏にこの限界生産量カ仮説が成立しているか、 Cointegrationtestを行なう o i 

時系列モデルでAIC をもとに各系列のラグ次数を決定、選択された次数のも

とでAugmentedDickey Fuller testによって単位椴の冊数を検定する O

が単位根を l櫨もっていても、長期的にf反説が訴す安定的関係Cointegrati onが成

立するなら、出式の残議は均衡からの主主離を訴し窓常的で単位援をもたない。した

がって残差の単位棋を欝べることで、震設の妥当?全が検設される。具体的手続は、

義変数とも単f立設の最大橋数を 3鑓と仮定し、 と各豪業ごと

数、マンアワー、 総実労働時間数の各系列を対数変換後、最

3次までの階差とレベルについてそれぞれ単位相がl倒存在するという帰無仮説

を検定し、レベルの単位相数を判断する:

次に長期均衡を表すよ式のイ系数ベクトノレを推定、残義として捧られる確率過護

Error Correction Term (ECT)の単位根を検定した。 HaU 、Jenkinson

由民らの英冨経諸 る 挙結な臨界生産力{京税は棄部され、失業率

が長期均構に不可欠の要素とされている o しかし日本では、労散の需給遁追を示す

として失業率はあまり漉明でなく、多くの研究で有効求人情率が利照されてい

るので、ここではマクロの有効求人倍率を用いた 。また金融保険業と不動産業で

6 日本経済研究 NO.24 ， 1993.5 



総実労勤時間数、現金給与支払は、刻々 され、護用者数はそ

の合計が揚載されている。そこで、両産業の単純平均をもって、金融保険不動産業

の値とした。単柱壌の検定結果i主義1に、 Cointegrationの推定と検定をき長2に掲

載する。以下これらについて、，11殴に報告する。

2.1.1 各変数の単位摂 (表1)

産業計で辻、話用雇用、全霊患者、ぞれらカマンアワー、生産高、実質粛金率、

有議求人倍率がl次および、2次階禁処理後に帯意水準5%あるいは10%で単位根が

され、レベルで棄却されない。総実労数時語数のレベル辻、 5%

したがって、労犠時間を除く全変数辻単位根を l摺もっと考えられる。

は、 を徐く各変数の単位援の倒数は産業計と開様だが、

単位根がG揺になる。

される。

p、L
¥cふ

会震活者、そのマンアワ…、実霊童寄金率、労働時揮の単位根は l

f閥、生産高は2鋼、常用差黒とそのマンアワーはO個である。生産高U単f立較が2

詔あるため、限界生産力仮説の検誌に Cointegrationtestは利罵できない。

は、各変数の単位根は裂選業とまったく間ーである。

卸究小売業において、全雇用者とそのマンアワー、前用雇用、実霊糞金率、労{勤

辻単位根が1縮、生産高は2楢、業現襲用のマンアワーはO偶ある。業罵護用

のマンアワーが単位根をもたないのは、労働時需が趨勢的に減少韻i匂にあって、裏

用と労働時間が互いに持殺しあうためである o 生産高i二単柱根が2{菌検出されたた

め、 Cointegrationの成立誌単位椴を 1橿もつ資本ストックを諮いたときにのみ換

される O

金融f都会不動産業で辻、

位根が1個、

とそのマンアワー、実業黄金率、労{勤時欝iま単

とそのマンアワーで2個になる。したがって、

高と需用車用の紐告せしかCointegrationを検定できない。

をみると、全雇寿者とそのマンアワー、常用車弟、生産高、笑賞黄金

労働時間は 1犠の単位根をもち、常用雇用のマンアワーはO掴である。エネル

ギー業で辻、全麗用者とそのマンアワー、実葉黄金率、労働時詣は単位根を 1鋼、

とそのマンアワーは2議、全産高はO舗もつφ サービス業の場合、すべて

の変数が単投根を lイ霞もつ。

ECMによる産業別選議F義務主筆頭数の計測 7 



表 1 生霊祭菌、実質賃金率、総実労働時間数、躍用者数の単位根検定

i室 E霊設
変費支 ァμ Tr アμ Tr 7 μ Tr 

m1 (1) 0.813 -1.941 (4) 時0.572 -3.044 (2) 四0.980 -1.560 
.d. m1 (2) -2.808 * 同2.944 (2) -3.336 *本 -3‘253 * (2) -2.975 *旗 -2‘884 
.d.2怒 1 (1) 初6.679権第 -6.628 ** (2) -6.756 *双 ω6.805 *" ( 3) -5.031本旅 網ふ068** 
どミ3m1 (4) 間6.226水ホ -6.208 *宜 く4)τ 鵬7.184京市 -7、む詰5織統 ( 4) -5.813 *淑 綱5753ホ*

は12 (3) 0.665 蜘2告78 (3) 繍0.372 “3.04長 ( 3) 同3.156** 刷3.160
A 双12 (る〕 -4.227本* -4.560 (2) 明2.953掌本 -3.136 (2) 機3.293** -3.220本

.d.2 m2 (4) 伽2.819* -2.725 (5) -4.782ホ* -4.814本拠 (1) -5.8才1本欄 “5.197キ本

.d.3 m2 (3) 開6.110測網 -6.024ホホ (3) -4.253本本 -4.16吉水漸 (3) -5.750旗第 剛5.638鰍*

mh1 (3) -0.997 側0.308 (3) 持0.558 -2581 (2) 織1.286 1.653 
.d. mh1 (1) -5.826 ** 働5.678減稼 (2) -4.754事本 -4.567 *貨 (1) 時4.361*ホ -3.855端本

ム2mh1 (1) -5.267草地 -5.406水市 (2) -5.1合3事就 側5.306螺撤 (3) -5.431歩鍬 -5.372 ** 

.d.3 mh1 (4) 叩6.386"淑 -6.522 ~事 (生} -6.921 "本 -6.925筑穂 (4) -5.970秘本 ω5.938 "第

mh2 (2) -0.833 明3ム007 (3) 号む02 -2.055 (2) -3生77草本 開3.366" 
.d. mh2 (1) -6.376 "* -6.214 *ホ (2) -4.7号5滅栴 -4.7事G京本 (1) ω5.053本* -4.163 *灘
ム2mh2 (1) 四5.581** -5.宮27*" (1) -4.853 "寂 鵬5.137本紙 (1) 明5.624ホ* -5.820ネ*
ム3mh2 (4) 機8.092構* -8.334本* (3) -6.474挺家 ω6.449家放 (4) -5.618潟市 巴5.542事掌

y (2) 。‘136 織2.564 (2) 刷0.442 3.629常事 (2) -1.634 -1.187 
ふ y (1) -3‘215本* 繍3139 (1) ω4.280離縁 -4.120撹* (ユ〉 -2.448 -2β87 
ム2Y (1) -5.572定* 同5.583"本 (1) -5.107家集 -5.167家米 (1) 噂6.105"* -6.061無事

.d. 3 Y (3) 物6.282都* -6.220本質 ( 4) 6.宕告胤* -6.917械* (4) -6.1む吉本* -6.045事本
w (4) 鵬0.19容 -1.828 {生) “0.203 -1.885 ( 4) -0.068 “1.596 
ムw (3) 2.835本 叩2.807 (3) -2.922事 -2.928 (3) 樹3.125本放

輸3.088
t::.2 w (2) -4.280 ** -4.269成* ( 4) 4.848ホ滅 -4.799 *鵡 (5) ゆ5.248嚇猟 戸5.275本*
ム3w (1) “7.499嚇本 -7.425本絹 (1) -6.967 ** 剛6.890ホ* (1) 繍6.942級車 -6.897旗*

h (2) 四4.415鍬綜 -3.433 * (2) -4.399 ** -4.501 ** (3) 停2.301 幡工905
ムh (1) -4.824策本 “5.469 ** (5) 駒3.269"双 -3.551磁* (2) -3.768 *再 事3、779"'*
ム2h (1) -5.544ホ* 織呂、707総体 (1) -4.501 *指 -4.544 *本 (1) 剛7075学制 -7.384 ** 
.d.3h (3) 働5.973*~ -5.977 ** (3) -5.311事* 胤5.36生*縄 (4) 澗5.997機縁 -6.000算事

yuko (3) 0.303 曲。マ446
ム yuko (3) -4.024 *事 -4.155 ** 
t::.2 yuko (3) 司3.095本* 附3.198ホ
ム3yuko (5) -5.987事事 -5.920啄事

y:さE産高 h:総爽労働時間費支 w:.実質建金主事=(税金給与さ定主主/h)/WPI 
m1 :全豪F話器 I主12:常用車室潟 rnhlまたはrnh2:サンアワー=mlxhまたはm2xh

yuko>有効求人俗芸事

主主) 1.常用蔑F問、総実労働U~寺額数、現金給与交払 i立、金融保持先発と不動~業が刻々に報告をされているため、それ

らO)~単純平均を金融保険不重主産業の値とした。

2. 1:〆 i立、
p 

ム荒t=C十 (p-1 )xt_l 十~ム Xt-j

の守設定モデルにおける、単位根pコエ 1の仮E誌の検定統計量。 Dickey需]九lller[18]によるとサンプノレサイ

ズぬのとき10%の有望ま水準は-2.60、 5%は-2.93。

3. '1:，'土、
p 

ど~ Xt=C十st十(p-1 )xt-lートSムXt-j

0)推定モデルにおける同様の検定義主針盤で、 10%の有主雲水準は-3.18、 5%は-3.50<::-ある会

4.ペま有賀霊水準10%、**:ま5%で単佼筏が11悶存在するという後談が棄却されることを示す。

ふ ( )子宮iま検定に湾いたモデルのラグ次委主を示し、 AIC義時患でまた走。
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生産高、実翼賛金率、総実労働襲警鱒数、悪路者数の単位根検定{続き}表 1
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品目別-""，曲坤之 ヱオ、ルギー業 サーヒス諸悪
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m1 (2) -1.253 胸2.176 (2) 刷1.387 -1.355 (2) -0.270 助1.847
ム m1 (3) -2宮55都精 時2.912 (2) -5.997 ** -6β71 ** (1) ゆ4.347水* 問4.634撤*
ム2rnl (5) 司3.8宮4端機 鵬3.956*指 (4) -6.043本* -5.997 ** (5) -3.971 ** 刷3.926ホ*
ム3m1 (5) -7.278 *ホ 時7.270機水 (5) 自8.901"'* -8.827 ** (2) -12.053 *ホ 制12β50ホ務

m2 (3) 織2.253 ω2.210 (3) 2.270 1.090 (2) -1.743 -2.390 
/'，.m2 (2) 織2β45球 -2.453 (2) -2.105 -3.015 (5) 明2.967*機 勝ι131** 
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/'，.3 mh2 (5 ) 間5.自45彬機 -5.591本* (4) -5.650 ** -5.565務* (4) -7、022** 時7.162** 
y (2) 0.989 鮒3.016 (2) 。006 繍4ふ63ホ* (1) 繍0.696 -2.275 
ム y (5 ) 叩2.592 備3.250撒 (1) -3.800 ** -3.652ホ* (1) 繍3.27音機* -3.213 * 
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h (2) 駒0.768 -1ι54 (3) 2.523 悶2.682 ( 1) 時0.046 附1.302
ム h (1) -4.078機械 -4.058 *構 (2) -3.670祢* 悶3.546柿本 (2) 時3.578*指 舗3.806*縦
t主2h (1) -6.973“本 “7.036本紙 (1) -3.667 ** -3.685 ** (3) 繍5.747** -5.778 ** 
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g ECMによる悪霊祭.íJ~緩F詩書警護薦委主(7)計測



2.1.2 眼界生農力仮説について (我山

マンアワー、実賞鴛金章、生産高の障に長鵠の安定的関イ系が棄却されなかった

ケース辻、産業計の全産講者、連設業の営熊聴問、金融不動産業の全産用者、運輸

通告業の常黒雇用、エネルギー業の常飛薬用、サ…ピス3撃の全議窮者である。しか

し(1)式で示される誤界生産力装説;之、 の鐸数をもっという存合条弁

を課す。上記のうちこの条件を溝主ごすの辻、

金議保挨不動産業の全嘉男者、

業F詩麓罵、

4ケースしかない。し

かも建設業の需荒裏窮;まその努数が者意でない。

(1)式にさらに有効求人雷撃を説明変数む加え

のは、産業計の常男重男、製造業の全悪用者と

雇罵、運輸通告業の全雇男者、エネルギ

る

常用

あった。産業政策の影響を大きく受けて大騒な人員削減が行なわれている拡業は別

としても、就業人口が増加傾向にあるとされている卸売小売業、サ…ピス業におい

て実質賃金率の採数が有意にプラスになっている点が興味深し、。ここ

おける持続的賃金率の上昇が、非就労者あるいは他産業から構造的に労働流，入

を引き起こし、限界生産力仮説に示されるような安定的関係にまだ漉していないか、

あるいは別のメカニズムが働いているためで、あろう。

その候補として、調整費用による雇用の内部化、あるい

れる O 前者の場合、内部化の程度は長期的

る。そこで、有効求人倍率の額数をみると、有効求人情率を

が成立するもののうち有意に正の栢関をもつのは、産業計の

と常用悪用、運輪通信業の全車用者の4ケースある。逆

もつものは、金融保設不動産業の全雇用者と常黒悪用ならびにサー

ある。

どが考えら

され

b 

ここのように、線界主主主主力震設の長期成立が産業合計で非常黒重男を含む場合に棄

却されず常鰐撃患だけでは棄却されることは、吉JI!=竹内[l1Jが詣議するよう

る罵辺労欝力という笠霊f寸 ~t を超えて、マクロの労欝市場に大き

をもってきたことを示す。また、産業全体で棄却されない震設が摺別農業

にわたる重要な霊長響を及迂すことは、産業関の

と考えられる。そめ?也実費震金

ることは明らかである。
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建rno設d淡el1 6.292 0.094 0.282 0.700 -1.671 齢1.482
(12.328 ) (3.345 ) (4.359) 

rnodel 3 5、985 0.080 5、322 鵬0.014 0.700 ω1.784 鵬ふる41

(9.535 ) (2.447) ( 4.016) 〔吟0.843)
rnodel2 7.7宮2 鵬0.033 0.21宮 0.228 -4.526 ** 側4.145** 

(16.394) {ω1.269) (3.628) 〈ー〉
rnodel4 8.866 0.016 0.080 む‘047 0.345 ー3ι05*緒 -3.322本

I (16.506) (合 564) (1.163) (3.451) 

鉱rno蒸del 1 6.826 -0.851 1.361 0.59長 輸1鴨652 1.361 
(2.606) (-5.616) ( 4.901) (…) 

rnodel 3 12.885 -1.128 0.773 -0.284 0.642 冊1.298 制0.959

( 4.100) (-6、713) (2.397) (-3.094) 
rnodel 2 15.882 繍1‘110 0.384 O.宮33 -2.269 -2.376 

(20.5生3) (ω24.822) ( 4.685) (-) 
rnodel4 16マ855 明1.154 0.2昔日 -0.046 0.934 山2.209 -2.279 

(17.261 ) (-22.115 ) (2.890) (-1.599) 

領m3O予を4小el売l業
5.315 号、104 0.343 0.979 暢2.513 2.405 
(65ぷ30) (5.051 ) (24.361) 〈一)

model3 5.333 0.103 0.341 制。議011 0.980 網2.543 繍2.463

(67.274) (5.133) (24.826) ( -2‘03吉〕
model2 5、680 0.168 ふ248 0.941 -1.681 -2.311 

( 47.212) (5.461) (11.801) (ー)
modE長生 5.628 0.170 0.252 0.033 0.954 -2.180 -2.374 

i討 し ( )内lまれ穫。

2.従属変数lまmodellと3が口u全雇用者 γ労後カ翻笈報告J ) 

model 2と4がm2(常用麗府「季語月勤労統計調資J) 

3.勺ま尊重伎を 1個もっという仮設が有意水準10%で¥咋は 5%で主義却されることを示すa

EC双による産業別緩慰霊道整薦委主の計測 J 1 



表2 マンアワー、実欝葉金率、生産高に関する
Cointegrationベク争ルの推定た検定(続き)
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0.852 I -2.851 '" 

網3.28宰*場

職3.419本
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サムビス
model1 1.959 

(24.323) 
1.974 
(27.905) 
1.298 
(9.645) 

1.330 

(12.668) 

mode13 

mode12 

model4 

0.173 
(9.925) 
0.147 
(8.9:39) 
0.187 
(6.425) 
0.131 

(5.353) 

0.605 
( 45.(02) 

0.622 
(50.82む〉
0.639 
(28.844) 
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白日盟

(-) 
-0唱。22
(-4.457) 
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{ー6.4(2)
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0.9吉5I織3.406*ホ剛3.383本

0.983 I -1.353 -2.175 

守合事告 I -2.398 -2.498 

2.2 ECMによる短期麗期譲整鵠数の推定

次に各産業について、麗舟者数に欝する 1変量EC狂言毒諮問数を

では(1)式の残鑑として された ECT噴を ECMに挿入し推定するという 2段藷

した。ここ

を利用している 。ECM推定式は以下の通りである。これは、 iまじめに 1次

階差処理後の重用者数、総実労勤時間数、生盤高、実紫賃金率、害効求人倍率に関

するVARモデルでラグ次数を決定し、そのうちすべての産業にわたって有意でな

い変数を詮去し、同時点の労働時間を加えて簿られたものである。

k 

(2) ムIDtニヱ αzムIDt-i十lrk+lECτt-k-l

十β1.6ht十β2ム Yt-l十β3ム Yt-4十広ム yukot-1
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ただしyukoとは、有効求人情率を示す。ラグ次数は常用雇用なら k=2、

者辻k=1で、ある o 実質黄金は、山本[lOJと問様にいずれのモデルでも

かったので、説明変数から除外されているが、 Cointegrationによる ECTを通じ

て長期に影響を受けている。支豆期に有窓にならない珊由として、特に常用麗罵の場

合賃金は交渉によって決る部分が大きく頻繁に変叢さ札ないので経期の変動が小さ

くなるためと考えられる o

ECM推定結果を表3 する c ため、すべての場合を推定したが、

2.1節でみたようにCointegrationが検定できなかったり、棄却されたケースがあ

るので、その場合撤定量の有効性等に十分留意しなければならない。上式のように

同時点の労働時開を説明変数に合むため、議作焚数法を用いている

度は 1から(2i式の保数 <<j(iエヱ1，…，k)の和を写|いたもので、国定性が高いほどこ

のイ肢は小さくなる。各競業の翼整速度を、表4にまとめて記載し、生産高のftりに

トックを靖いた結果も参考に訴す。 Cointegrationが棄却された場合もある

ので、結果の解釈に辻十分留意しな;すればならないが、日本の牒用讃整の形態は以

下の特殺を有すると推察される。

2.2.1 雇用欝整濃度

4の第2ダIJをみると、金融保険不動産業、エネルギー業、サ…ピス業を除いて、

全雇患者で地産業開に大きな違いは存在しないc ただし資本ストックを用い

は、相遠の変合いが大きくなっている。それに対して第 4弼の常黒雇用の長華麗は大

きく異なり、拡議、エネルギー議、サービス業がきわめて小さい。サービス業は一

般に調整速度が大きいと考えられているが、常用瀧期はきわめて聞定的である。し

かし製造業、建設業、時売小兜業、連事会通話識ではそれiまどきわだった違いはみら

れない。

それに比べて特筆すべきことは、罷一産業向の需思議用と全雇用者の相違である。

間一産業内でも議議致策による人良部減が進められている鉱業は例外としても、全

産業で法全議用者が嘗需麗用の2倍強、部売小売業に至って訪問主4倍になってい

る。ところが、建設業、運輸議舘業では全議用者と常用雇照にさ弓ど違いはない。

これらのことから、労働の酉定性は に発生し、鹿議開の悪用調盤主主度の

として常用護用によるもので、その雇用比率が高い産業ほど全体の調整速

は母くなると考えられるびしかし常用裏用と全麗用者の違いは、異なるデータ

ソースの利鰐により生じた可能性も排除できない。黒坂[6 Jの計測結果と

ECMによる産量業別雇用調整菱総絞め針測 13 



ると、 とサービス業の調整遺愛の)1町立が入れ替わっている。

model1 I 

mocle13i 

mode12j 

mode14 I 

。、443
( 4.380) 
J!.2 

ARCH(l) 

。お458
(4.604) 

ARCH(。
1.171 
〈古.998)
J!.2 

ARCIまり)
1.14習
(9.991 ) 
J!.2 

ARCH(l) 

む413

(3.536) 

i ARCH(ヱ)
車。del3 0.482 

( 4.453) 

ARCIま(ヱ〕
model 2 1.145 

(10.118) 
J!.2 

ARCH(1) 
mode14 1.092 

(9.665 ) 

ARC笈(1)

表 3 麗用鵠難関数の ECM推定

-0.176 0.214 

(ー) (-1.857) (5.419) (一)
0.607 DW 2マ235 Q(21) 

0.580 (口会446) ARCH(2) 1.342 

-0.147 

{一〉 (-1.612) (5.362) {一)
0.607 DW 2.2331 Q(21) 
0.475 (0.490) ARCIま(2) 1.343 
切0.345 Gマ212 掬守司05皐 0.076 
(-3.313) (2.018) (-1.493) (1.801) 
0.956 DW 1.433 Q(21) 
0.008 (0‘百27) AI初日(2) 0.752 

-0.315 0.251 “0.048 。067
(-2.967) (3.018) (-1.714) (1.612) 
0.956 DW 1.448 Q(21) 
0.000 (0.986) ARCH(2) 。ム695

-0.058 0、031

ト心334) (0.7告2) 一}

0.706 DW 1.565 Q(21) 
、 、，
む.132 0.033 

〈サ (0.899) (0.858) {一)
0705 D￥V 1.625 Q(21) 
0，31百 (0.572) ARCH(2) 0.349 
側0，290 0.162 -0.031 0.034 
(時2，634) (2.140) (・1.934) (2，130) 

。合960 DW 1.537 Q(21) 
0，061 (0.805) ARCH(2) 。、711

-0，228 0.194 首0.030 0.003 
(ω2，056) (3噌470) (-2.099) (2‘231) 

0.962 DW 1.535 Q(21) 
0.000 (0.997) ARCIま(2) 。手88告

0.003 鳩0.130
(0.953) (-3.807) 

15.169 (0.814) 

(0.511) 
0.0む3 船。122
〈む 828) ふ 712)

14.972 

(0.511) 
0.008 -0‘007 
(2.243) 切0.911)

29.742 (0.097) 
(0.687) 

0.008. -0，011 
(2.368)ω1.714) 

25，952 (0.208) 
(0.706) 

Gβ33 叩0.089

(3.177) (-3，069) 

34.88む (0.02告}

0.028 鵬0，076

(2.775) (-26る9)

39，268 (ι009) 
(0，840) 
0.007 -0.008 
(2，143) (口マ938)
30.655 (0.080) 

(0.701 ) 
0.008 0.015 
(2ι10) (・2.099)

25.334 (0.233) 
(0.641) 

主主) 1.推定式泳、

k 
ムmt=会主""どる mt_，+ぬ村ECTt_k_，+ s，ムh，十ゑムYト 2十ゑム吋十ふムyukot_1

ただし m1のとき k=Lm2のとき k=2、ムは1次階主主を主主す。

2.操作変数はモデノレ;こ含まれる会先決後数に加えて、 y(2)、y(3)、(y4)、yuko(2)、h(l)、 wn(O)、wn

(1)の1次隊去を。ただし wnl立所定外賃金を示すc

3.推定値下の( )1勾はti滅。

4.モデ/レ番号は、表2のCoir抗日grationモデルの番号lこ対応c

5晶表中の ARCH(n)は獄後実質分散がnp鷲の系列無相関、 QIま誤差エ笈が糸:1IJ然秘話題という仮説の統計量で、

( )内はそれぞれの依頼7)<j殺を添ナ。

6.注)1推定王えの通号、 3襲撃愛食主容はすべてのモデルについて苓支までなかったので、 ECTを徐き草寺妾説明

変委主:二含めていないおまた去を後F詩意言データをF語いた場合E主主号の霧実主主主ラグ主主委主i立2で港湾蓬沼!l)場合;立

2であった。そのためきを完遂燃綴についてはラグ10う幸毒薬を常潟悪霊感についてはラグ2"号車喜楽を報告して

いる。

7.金量童保険不動産業のmodel3ならびにすーピス業のmodellと31立滋持率のある言十議1が行をえなかった

ので報告しない。
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表 3 躍用購警護縄数の ECM推定(続き)

説務変委主 6m(-1) ムm(-2) ムh(O) 6y(綱1) ムy(・4) ムyuku(-l) ECT 

業m主o設d業el 1 0.322 -0.399 0.15告 。007 綱0.062

(2.412) 〈一) (-0.886) (2ι65) (一) (0.452) (-1.980) 

0.302 DW 2.079 Q(12) 16.容09 (0.717) 
AI認綬(1) 0.667 (0.414) AR.CH(2) 0.818 (0.403) 

mudel3 0.308 -0.447 0.162 0.007 姐G、065

(2.270) (一) (・0.953) (2.518) {…) (0.470) (-2.055 ) 

R2 。捗302 DW 2.085 Q(21) 16.842 (0.721) 
AR.CH(。。.542 (0.462) AR.C日(2) ユ781 (0.410) 

model2 

model4 
担当込j
I‘01百
(7.695 ) 

R2 
AR.CH(l) 

。
-0.298 

(-2.351) 

O胡851

0.157 

込
0.122 
(0.555) 

D双f

{な692)

主主主主主
-0.022 
(-0.769) 

1.916 
AR.CH(2) 

3.305 

α059 

(1.617) 

Q(21) 

3.096 
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0.045 
(齢2.463)

(ひ075)

0.345 

(2.824) 

0.499 合.528

(一 (0.237) (1.786) 

0.296 DW 1.727 

制0.191 -0.039 

(一 ω1.520) (-1.438) 

Q(21) 31.052 (0.073) 
AR.CH(l) 、J

mudel3 。355 0.540 0.517 ーむ.191 間0.046

(2.745) H (0.257) (1見 9) 〔一) (-1.524) (ω1.605 ) 

R2 0.308 DW 1.727 Q(21) 31.6告3 (0.063) 

AR.CH(l) 。、360 (0.549) AR.CH(2) 1.787 (0ι関}
model2 。マ自20 0.070 。マむ63 ーO、011 切0.015 -0.004 0.017 

(7.042) (0.543) (-0.330) (心、403) (苧0.600) (噂0.348) (1655) 

0.655 DW 1.829 Q(21) 25.828 (0.213) 
AR.C日(1) 0.330 (0.566) AR.CI王(2) 。819 (0.664) 

model4 0.926 0.059 舗0.061 -0.002 -0.017 -0.002 G匂013

(7.010) (0‘457) (-0.318) 〈・0.067) (ω0.715 ) (-0.209) (1.328) 
R2 0.648 DW 1.805 Q(21) 24.440 (0.272) 
AR.C廷(1) 0.101 (0.751) ARCH(め 0.346 (0.841) 

叙mlo交d小el売1業
0.486 -0.172 。‘197 向。、00告 -0.039 
( 4.240) (一) (働0.5き3) (3.301) (-) (ω1.11宮) {・1、055)

R2 0.094 DW 1.921 Q(21) 16.074 (号、7655)
AR.CI王(1) 0.022 (0.883) ARC廷(2) 0.075 (0‘963) 

mudel3 。鴨487 ω0.227 0.190 -0.010 舗0.043
( 4.250) {一} (叩O‘784) (3.165) (戸) (-1.236) (ぺ 060)
R2 0.095 DW 1.919 Q(21) 15.514 (0.796) 

ARCH(1) 0.008 (0.927) ARCIまね〉 0.060 (0.告71)

model2 o.事11 時0.030 -0.221 脚。‘002 0.047 雌0.008 0.009 

(-0.223) 〈雌2.140) (吟0.099) (1.454) (ω2.834) (な654)

0.616 DW 1.868 Q(21) 19.7古品 (0.534) 

ARC収。 0.315 (0.574) AR.CH(2) 1.520 (0.468) 
四 udel4 0.915 -0.035 刷。‘235 -0.003 0.0生5 -0.008 0.007 

(6.678) {随む‘256) (剛2.504) (-0.112) (1.436) (-3.097) (0‘614) 
R2 む.608 DW 1.864 Q(21) 19.685 (0.541) 
ARC班(1) 0.236 (0.627) ARCH(2) 1.399 (0.497) 

ECMによる産業Ztl蕊潟網整菱自調書主の計額 15



表 3 雇用調繋関数の ECM推定(議き〉

説明変数 .d.m(ぺ) 企m(-2) ムh(O) ふy(-l) .d.y(ω4) ムyuko(“1) ECT 

m金o融d保el険1不動産業
0，180 0，558 0，370 -0，008 -0，162 

(1.348) (叩) (0‘827) (3，562) 〈一) ( -0，387) (-2，921) 

le 0，079 DW 1.596 Q(21) 25，023 (0，246) 

ARCH(。 3.169 (0，075) ARCH(2) 3.639 (0，162) 

mode12 1.095 機0.351 ー0，227 0.043 0.018 0.007 側0.014

(7，717) (-2.730) (-2.045) (む 860) (0.349) (1698) (-1.200) 

0，902 DW 2.108 Q(21) 12.519 (0.639) 

ARCH(l) 0.413 {む 521) ARCH(2) 1.037 (0.595) 

mode14 1111 -0.356 -0.198 0.002 0，038 0，06 -0.012 

(7，662) (-2，775) (-1，978) (0.449) (0.781) (1.314) (-な生品。

Il? 。包容02 DW 2，027 Q(21) 10、398 (口吟794)

ARCH(l) 0，289 (0，591) ARC怒り} 0.830 (0.660) 

議主Z室10事案4通el信z業
0，356 綱0.284 。、067 0.009 叩0.082

(2，678) (一) (叩0.248) (0、789) (-) (0.412) (-0，583) 
R 山 2 0.062 DW 1皐65 Q(21) 19.496 (0，553) 
ARCH(l) 0，535 (0.464) ARCH(2) 0，886 (0.642) 

mode13 0.359 -0.137 0.050 0.008 -0.111 
(2.838) (…) {・0.188) (0品 8) (ω) (0.448) (鱒1.122)

Il.2 0.086 DW 1.880 Q(21) 17.318 (0，692) 
ARCH(l) 1.126 (0.289) ARC1王(2) 1.673 (0.433) 

mode12 0.808 -0，135 ω0.256 0.039 -0.010 0，004 -0.085 
(3.542) (-0，801) (職1458) (1.193) (心 328) (1、従2) (剛2ι01)
j主主 0，787 D京f 1.982 Q(21) 25.422 (0，229) 
ARCH(l) 0.227 (0.634) ARC双(2) 0.215 (0.8宮8)

model4 0.747 副0.108 -0.108 0.038 “0.008 0.005 -0.09生

(3.238) (ふ636) (-1.601) (1.159) (峨0.2岳6) (1.182) (-2‘703) 
Il.2 合、782 DW 1.954 Q(21) 26.345 (0匂194)
ARCH(l) 0.255 (0.614) ARC廷(2) 0.264 {むβ77)

エネルギ1ー業
model 0.002 2，872 0.160 -0.010 -0.239 

(0.011) (一) (0.645) (0.581) (一〉 (-0.181) (-2.979) 

号。120 DW 1.893 Q(21) 28も582 (0.124) 
ARCH(l) 5‘020 (0.888) ARCH(2) 1294 (0.524) 

mode13 む.001 2.78 0.156 繍O.む10 国。‘240
(0.008) (ω) (0，62告) (0.566) (一) (-0.188) (-3.027) 

Il.2 0.124 DW 1，889 Q(21) 28.525 (0.126) 
ARCH(l) 0.018 (0。約2) ARCH(2) 1.259 (0.533) 

model2 1.126 切0.155 駒0.038 0，00告 -0.014 0.003 織0.032
(8.446) (-1.097) (-0.020) (0.537) ( -0、792) (0.940) (-2‘425) 

0.897 DW 2.105 Q(21) 15.268 (0.809) 
ARC滋(1) 。キ621 (0.壬31) ARCH(2) 1.530 (0.465) 

model長 1.117 輪。‘146 巴0.029 0.011 ~Oやむ17 0.003 -0.033 
(8.459) (-1.037) (‘1.51) (0.613) (欄0.946) ( 0.832) (-2，475) 
Ji2 0.898 DW 2.115 Q(21) 15.441 (0.800) 
ARC廷(1) 0.455 (告.500) AROH(2) 0.513 (む.774)

す? とス2菜
model 0.898 0.063 欄0.1生? 。.053 -0.021 -0.000 ーむ.032

(ふ483) (0.392) (憎0.97壬〉 (1.696) (-0.8詰6) (-0.069) (-2.017) 

0.760 DW 1.825 Q(21) 57.649 (0.000) 
ARCH(1) 0.480 (0.489) ARCH(2) 0.954 (0吾21)

model4 O.吉27 0.035 -0.174 0.051 相0.025 制む。001 -0‘020 
{ふ744) (0.220) {‘1.011) (1.561) (働1.065) (剛0.396) (-1.698) 
Il.2 0.752 DW 1.886 Q(21) 59.260 (0.000) 
ARCH(1) 0.387 ARC日 0.5合皐 (0.776) 
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表 4 護用調整速震の産業比較

産業 全雇用翁(ml) 常m援用著者(m2)
資本ストック GDP 資本ストヴク

0.605 (5) 0.166 (4) む.178(8)

動盆業 I 0ι82 (3) 。ふ04(7) I 0.136 (4) 0.164 (8) 
建設業 合。322(1) * 0.399 (3)寓 む.279(4) 0.260 (8) 
鉱業 0.355 (3)機 0.367 (7) 0.015 (4)事 0.021 (8) 
卸売小売業 0.486 (1)燃 0.203 (5) 0.120 (4)第 0.296 (8) 
会議保険不動産業 0.820 (1) 0.097 (7) 0.245 (4) 0.102 (8) 
選車産通信業 0.359 (3) 0.144 (7) 0.327 (2) 0.307 (6)潟
エネルギー業 。也002(1) 0.052 (5) 0.029 (4) 0.042 (8) 
す…ビス業 0.386 (7)機 0.038 (4) * 0.04告{患)

i主) 1‘数値は、表3で推定された議病者のラグ係数を合計し 1から引くことによって怨

られた露関経速攻である。( )内の護文字i立、対r.きするそデル<7)参考を示す。

参考までに掲憲民する事事 3Y;!と 5列のmodel5、ふれ 81立、 Cointegration

<7):[量定と検定において生産高の代号に資本ストック(耳元号付けベース}を利用し

たモデルである。

原則として Cointegrationが棄まp<""れなかったモデんを掲載するが、複数ある場

合は決定係業主の高いものを採用した。

ただし集め記号があるものは、 Cointegrationが3棄却されている。

2。サービス重量では…昔話意味のある計測が行なえなかった。

2.2.2 労機碍聞との楊瓦作用

全麗F持者の場合、 2.1宣言のインパルスj高等で観察したように、すべての産業にお

いて主として隻の粕関をもつが、統計的に有意でない。一方常黒薬用は、全産業、

製造業で有意に正の相関を、金融保険不動産業と卸売小売業では有意に貰の相関を

示す。

以上のことから、産業計および製造業におけるこのような襲用調整の形態は、い

くつかの産業で上島川]等の労動開整襲用モデルの理論分析に合致する。すなわ

ち、常用蔑期調整はきわめて綾慢で、労働時間と同時点で正の相関をもっ。今後労

勤時間の制度的低縮が進められると、大きなショックを労欝時間の変動で吸収する

ことが困難iこなるため雇用者数の関整が催準されると患われる。また、労働の需給

議迫が長期的にも大きな影響力をもっている。

しかし、産業調の搾違は定量的のみならず定性的にも顕著で、就業人口の産業関

移動はマクロの藤沼形態に大きな影響を与える。このような相違を無投し、

データをもとに定保数のモデルを利用することは、推定上かなりの開題を主主寸ると

ffi.模される。

ECMによる産業別発車用調書豊島舗数の雪十議 17



おわりに3. 

従来丹製造業に関する護用調整関数の研究対象を、産業大分類の 8産業に拡張し

を力説の長期成

Cointegration testによって検窓、ぞれをもとに短期麗用調整関数を ECM

した。それによると農林水巌撲を除く産業計の全議窮者の場合、

のうちに仮定されていた労畿の限界これまた。

く長期

きれない。一方個別産業の多くで仮説が棄却され、の安定的関係があること

くなること

日本の失業は襲撃費用や産業慌の労動移動による憲擦的部分が大きい

と考えられる c 英毘経済に関する i湾様の研究において、マクロ全体で夫業率が長~号

ている。集計されると長期に有効求人倍率が護主要な影響を

を鑑みると、

っても日英閲には撃的な相違均祷に不可欠であることと比較すると、同

があるので、はないだろうか。

日すべき点は、金聾泊者の場合産業関の違いが比較的小さいいて調整速震

きし卸売小売業では誌の相違泣きわめてのに同一建築内の全雇用者と

また、労機時間との相互作用法、常用雇用は高時点でブ。ラス、全した。11' 4 

さらに葉東雇用は、外部労i敷市場の需をもっ頬向にある。イナス

したがって謀議閣の調整速震や労{勤時間との糧違は、給蓮追と正の関係にある。

によるものといえよう。として

るもの以上の分析結果は、労散調整費用や内部労欝市場警察の理論的場結を

ない完全な

に関わる現象を労働供給主淳の最適化から説明しようとす労働市場制反定し、

る o また、独占的競争と価格調整饗講の幸子在を強調する緋究もあるが、

きな影響力をもっ築物的循環論は、る。近年マクロ

それらは

しミ。本稿で接続した常用雇用と非常用躍踏の変動や調麓速度の違いを説明でき

本稿では異なるデータソースをもと と常用雇用をよと較し、限界生産力

と非常用雇患しかし龍一データを佼説と産業需の調整の速いを考察した。

い。また震年GDPを閤半類に加工した、叫んに分離しないと、最密な比較は行

3次産業で決定係数が鉱く必ずしも有意な挺定が行なえなかっ

Steiner [22Jによる!日西ドイツ製造業の耕究で辻、

は、主として

このためと思われる。

中間封の要素相対価格を説明変数に含める定式化が試みられている o 今後Idee

を指議した資本の糠織率を導入するなど、{患の生産要素と

より精誌な分析と国際比較を試みることにする。
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付諦

データのよら所

金主義高経演活動別麿年GDPより加工} 経済企語庁

ゾ毎月勤労統計調査J

ゾ毎月勤労統計欝査j

: (現金給与支払/総実労働時濁数)/W悶

WPI:総合卸売物価指数「物価指数月

会議用者(非常用雇用を含む麗用者指数): r労働カ調査報告」総務庁 (1985=100) 

常用尊重用指数毎月勤労統計調査」労働省 (1985口 100)

職業安定業務月報」労働省

注釈

1 ) 労働の笛定段を導入した実物的景気循環モデルに、日部$的 [2説、 King母tal [31]等

がある。また、収穫透主設を主張する米露の実託研究として、忠告古漁船治之江Parki部on[15J 

第3の非対称性を根拠;三、 Hall[24]をはじめ、労働の溺定!笠よりも独占等の不

とする研究もでている。しかし Mankiw=Summ悲rs[32Jでは、

と労働の国定'1:1:が併存するとき、後者は支援的:こ大冬な非対称'往をもたらす

と指機、まだ Bertola=C品ballero[16]、Bentoila= Bertola でi立、非対称世そのも

のをもたらす労働の調護費用が研究されているo

2) Tachibanaki や Nakamura [33]等。また、労働市場に関するミクロ研究とマク

古川[5 Jを参照。

3) 日 タを用いて、生産指数との相関係数を拡張期と下降期で比較したと

きわだった違いがみられないのに、常渇緩用と(総案、所定

4) 

ころ、

内外の)

あることカペ

された。ただし CPIとG::-TPデフレータ

〔リの表2に示されている。

護用者に分けられ、さら 臨時獲

いも B震いの3種類に分類されるむ常渇雇用とは、鶏間を定めずまたは 1/台湾を越える期間

いる務、箆々または1カ月以内の鶏務を定めて瑳われている毅のうち、建立

2カ月にそれぞれ18ぉ以上緩い入れられた設をいう。

5) 単位根と推定問題については、 Hendry[27]、吉田 [12Jを参照。

6 ) 資本ストックを用いた計iU結果i立、喜要請があれば送付する。資本ストックを用い

と冬より大きくなる産業があるものの、概ね推定結果は変らない。

7 ) Choleskie分解を用いると、総:楽が変数の並べ方に依存する。ここでは、同じ生幾シ沼ツ

ECMによる産業別雇用調張関数の計調 19



クが常用緩照と委主獲照著者?どのように異なるか競べるため、!潟乙主主べ1iで築なる雇用データ

を最後に惹いている。分解と識別の問題点は、伴は;翼~8 傘、手宇品ココや野 [3]を参照c

8) Coint告grationの詳鰻;立、 Engel=Granger[20]、Johansen 、吉田[12]、弁

出=中野 3] 

9) 階差をとる 個数の多い方から始めるべきことが [19]に

より報告されている。レフェリーにご指摘いただいた。

10) レブL リーにど指摘いただいたように、産業別データの方が集計によるバイアスの可能性

を受けにくくなると考えられる。しかし有効求人倍率は、産業別に公表されていない。個別

テゃータとして産議長別新焼求人数が利用可能だが、労働の需要サイドのみを芝公すため、需給逼

迫度としては不十分である。労働供給の時系列やクロスセクシ 3ンに大慾な変化が存在しな

ければ、ある程度1i:潔変数とみなすことができる。事案、マクロの有効求人倍率と新規求人

数を止較すると、ちわめて似透った動きを示している。しかし多くの捻窓にままいて有効求人

倍率を用いた1iか税制が災好で、新規求人を汚いると長期金今衡が棄却さFれるケースが多々

あった。産業主IJ新規求人数を渇いた推定結果も、要請があれば送付する。

11) Stock [35Jによって、この2段際議定がsuperconsistencyを満たすと託期されているむ

12) 利用した操作変数は、モテツレの金先決変数に加えて、 2から 4期前の生産高と 2期前の有

効求人倍率、 l期前の総実労働時間数、問符点と 1期前の所定外賃金塁手である

13) 実物的景気循環論における労働供給と議長好は、 Idee [28]を参照されたい。
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